










　広島大学の現行カリキュラムでは，教養教育の英語必修単位を 6 単位および 8 単位とする主専
攻プログラムがある。前者では，学生は一年次前期にコミュニケーション IA とコミュニケーショ
ン IB，後期にコミュニケーション IIA と IIB を履修し，後者では，前者の内容に加え，オンライ


















































　図 1 に示される通り，一年次においては，英語必修単位が 6 単位であるか 8 単位であるかに関
わらず，週 2 回の英語対面授業を通年で履修することになる。しかし，二年次においては，いず





施してきた。例えば，当センターはポッドキャストによる英語学習番組 Hiroshima University’s 
English Podcast（榎田， 2009）を平成 20 年（2008 年）より開始し，現在はさらに English News 
Weekly を追加し，計 2 番組を配信（提供）している。その他，TOEIC 学習用のオリジナル e ラー
ニ ン グ コ ン テ ン ツ （TOEIC® Practice Questions） や 学 外 の e ラ ー ニ ン グ サ ー ビ ス （ALC 









































し，多種多様な Can-Do リストが乱立した結果，Can-Do リスト間での比較や共有が困難となり，「何
が」「どの程度」できるのか，ということが逆にわかりにくくなっている。
　そこで， 広島大学英語 Can-Do リストの開発においては， 新たな Can-Do リストを一から開発す
るのではなく， 広島大学の学生の現状と， 本学で Can-Do リストを用いるための目的に合致し， 妥
当性， 信頼性のある既存の Can-Do リストを元にする， という方針を立てることとした。この条件
のもと， 既存の Can-Do リストを精査した結果， 一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協




を受講する 1 年生約 1,000 名である。この中で，TOEIC®IP テストを受験し，かつ Can-Do アンケー
トの回答に不備がない 985 名分のデータを用いて Can-Do リストの作成を行った1）。
3.2. 質問紙
　Can-Do リスト作成のための質問紙には，IIBC が開発した質問紙を使用した（Appendix）。この






　本プロジェクトで収集された主たるデータは，TOEIC®IP テストのスコアと Can-Do 質問紙の
回答の 2 種類である。TOEIC®IP テストは，平成 28 年（2016 年）5 月 14 日に本試験，同 28 日




　Can-Do リストの作成は IIBC に依頼し，次の手順で行った。第一に，調査対象者の TOEIC®IP 
テストのスコアをもとに，100 点刻みの英語習熟度群を作成した（e.g., 200-295 点，300-395 点
など）。第二に，各調査対象者の TOEIC®IP テストのスコアと先述の質問紙に回答した結果との
紐付けを行った。
　次に，「Can-Do 項目」，「Can not Do」項目，「Can-Do with Difficulty 項目」を習熟度群毎に決定
した。「Can-Do 項目」は，質問紙の各項目について「4：ほぼできる」あるいは「5：問題なくで
きる」と回答した調査対象者が 50％以上となる項目とした。他方，「Can not Do 項目」は，質問
紙の各項目について「1：全くできない」あるいは「2：ほとんどできない」と回答した調査対象
者が 50％以上となる項目とした。最後に，「Can-Do with Difficulty 項目」は，「Can-Do 項目」と
「Can-Do with Difficulty 項目」の間であり，質問紙の各項目について「4：ほぼできる」あるいは「5：
問題なくできる」，または，「1：全くできない」あるいは「2：ほとんどできない」と回答した調
査対象者が 50％に満たない項目とした2）。
　最後に，「Can-Do 項目」と「Can-Do with Difficulty 項目」を配置する習熟度群を決定した。
「Can-Do 項目」は，質問紙の各項目について「4：ほぼできる」あるいは「5：問題なくできる」
と回答した調査対象者が 50％以上となる全ての習熟度群の中で，最も習熟度の低い群へ配置し
た。他方，「Can-Do with Difficulty 項目」は，質問紙の各項目について「1：全くできない」ある
いは「2：ほとんどできない」と回答した調査対象者が 50％以上となる全ての習熟度群の中で，
最も習熟度の高い群の 1 つ上の群へ配置した（つまり「Can not Do 項目」とはならない習熟度群
の中で，最も低い群へ配置）3）。
４．結果
　3.4 節で示した方法により，Can-Do リストの作成を行った。以下，Can-Do リスト作成の結果
を表 1 から表 6 に示す。
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表１．Reading についての Can-Do リスト















































表２．Writing についての Can-Do リスト












































表３．Speaking についての Can-Do リスト
































































































200-295 ▪ “How are you?” “Where do you live?” “How 















表４．Listening についての Can-Do リスト
― 193 ―





















































表５．Interaction についての Can-Do リスト
― 194 ―
表６．Function についての Can-Do リスト


























































　本稿では，広島大学英語 Can-Do リストの開発について，その経緯と方法を示し，実際の Can-
Do リストを掲載した。今後，本 Can-Do リストを用いて本学の学生が英語学習により効果的に
取り組むことが期待される。
　しかしながら，本 Can-Do リストは未だ発展途上であり，本稿に掲載したものが最終版ではな
い。今後の課題としては，主に次の 2 点が挙げられる。第一に上級者（TOEIC テストで 800 点
以上を取得する学生）のデータを追加することである。本稿で用いたデータには，上級者がほと
んど含まれていない。例えば，800 点から 895 点までの学習者の数は非常に少ないため，データ
を追加すると Can-Do 項目，Can-Do with Difficulty 項目が変化する可能性がある。さらに，TOEIC














TOEIC スコアだけではなく Can-Do の形で受講生の英語力を把握することにより，より効果的な











2）この方法は Educational Testing Service による Can-Do リスト作成方法に準じるものである。
3）ある項目が「Can-Do 項目」と「Can-Do with Difficulty 項目」，あるいは「Can not Do 項目」と
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15 Time や Newsweek といった雑誌の記事を読んで内容を理解することができる。
書く力（Writing）について
1 旅行に持っていくものの一覧表を書くことができる。

























































14 先生が授業中に出す指示を理解できる。（“Open your textbook to page …” など）































9 数量を表現できる。（例：えんぴつ 3 本。卵 5 個）
10 分量や容量，大きさ等を表現できる。（例：1 平方メートルの板。5 リットルの水。など）
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　　 The present paper reports the background of and the procedure for the development of a Hiroshima 
University English Can-Do List.  Students at Hiroshima University take English courses as a part of their 
liberal arts education requirement, but the total amount of this course-based learning is not sufficient to 
achieve high-level English proficiency.  Therefore, the Institute for Foreign Language Research and 
Education (FLaRE) at Hiroshima University has so far prepared English learning environments for 
students’ self-learning, such as online e-learning courses and extensive reading resources.  However, given 
the fact that it is difficult for students to keep learning by themselves, some system of assistance that 
motivates them to keep learning is important.  The Hiroshima University English Can-Do List was 
developed as a part of this system.
　　 The participants of the present project were about 1,000 first-year students at Hiroshima University 
who are required to take eight credits for English in liberal arts education.  A can-do list questionnaire, 
which was developed by the Institute for International Business Communication (IIBC), was used in this 
study.  The questionnaire asks the participants to rate various can-do statements on a five-point Likert scale 
(1: cannot do at all to 5: can do without any difficulty).  
　　 Based on the results of the TOEIC®IP test and the questionnaire, the Hiroshima University English 
Can-Do List was developed.  The participants were first divided into seven proficiency levels based on the 
TOEIC IP test score.  Then, appropriate proficiency levels were decided for “can-do” and “can-do with 
difficulty” statements.  This paper showed the first draft of the Hiroshima University English Can-Do List.
　　 There are still some tasks remaining: First, the can-do list reported here should be revised with more 
data from high proficiency students; second, some better can-do statements could be added or inappropriate 
ones could be deleted in the future.  Future refinement of the list is expected.
